
○
デ
ジ
タ
ル
支
援
セ
ミ
ナ
ー

高
知
市
在
住
の
S
N
S
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
畠
中

詩
織
氏
を
講
師
に
お
招
き
し
、
９
月
10
日
（
火
）
・

９
月
24
日
（
火
）
に
「
デ
ジ
タ
ル
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
当
初
は
先
着
５
名
を
定
員

と
し
て
い
た
セ
ミ
ナ
ー
で
し
た
が
、
申
込
者
多

数
だ
っ
た
為
会
場
を
ホ
テ
ルS

P
-
ha

r
u
n
o-

に
変

更
し
、
13
名
が
受
講
し
ま
し
た
。

本
セ
ミ
ナ
ー
の
テ
ー
マ
は
S
N
S
の
運
用
に

関
す
る
入
門
編
と
し
、
第
１
回
は
各
種
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
特
徴
と
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
に
つ
い

て
の
説
明
、
第
２
回
は
集
客
力
ア
ッ
プ
に
つ
な

が
る
商
品
撮
影
と
商
品
紹
介
の
ノ
ウ
ハ
ウ
等
の

講
義
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
S
N
S
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
て
い
く
事
業
者
に
と
っ
て

大
変
有
意
義
な
セ
ミ
ナ
ー
と
な
り
ま
し
た
。
セ

ミ
ナ
ー
内
で
は
、
カ
メ
ラ
マ
ン
と
し
て
も
活
躍

さ
れ
て
い
る
畠
中
氏
に
よ
る
写
真
撮
影
に
関
す

る
ノ
ウ
ハ
ウ
に
つ
い
て
参
加
者
か
ら
多
く
の
質

問
が
集
ま
り
、
大
変
好
評
で
し
た
。
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○
デ
ジ
タ
ル
個
別
指
導
実
施

昨
年
好
評
だ
っ
た
S
E
O
・
M
E
O
セ
ミ
ナ
ー

の
講
師
を
務
め
ら
れ
た
『
ば
ふ
え
ん
ご
』
代
表

の
池
上
幸
男
氏
を
講
師
と
し
て
、
販
路
開
拓
に

繋
が
る
デ
ジ
タ
ル
支
援
個
別
指
導
を
実
施
し
ま

し
た
。
各
事
業
者
の
現
状
と
今
後
の
展
望
を
ヒ

ア
リ
ン
グ
し
、
S
E
O
対
策
や
リ
ス
テ
ィ
ン
グ

広
告
、G

oo
gl
e

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
な
ど
、

ウ
ェ
ブ
媒
体
広
報
活
動
に
お
け
る
最
新
の
専
門

性
の
高
い
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
指
導
い
た
だ
き
ま
し

た
。
各
回
２
時
間
の
指
導
は
全
３
回
と
な
っ
て

お
り
、
各
回
で
見
つ
か
っ
た
課
題
を
分
析
・
改

善
し
な
が
ら
行
い
ま
す
。
各
事
業
者
の
抱
え
る

悩
み
や
課
題
を
丁
寧
に
紐
解
き
な
が
ら
、
解
決

へ
と
導
く
個
別
指
導
と
な
り
ま
し
た
。

各
種
セ
ミ
ナ
ー
・
個
別
指
導
実
施

令
和
５
年
度
伴
走
型
小
規
模
事
業
者
支
援
推
進
事
業

○
事
業
計
画
策
定
啓
発
セ
ミ
ナ
ー

10
月
６
日
（
火
）
春
野
商
工
会
３
階
会
議
室
に
て
、

タ
ク
テ
ィ
ス
〈
経
営
支
援
サ
ー
ビ
ス
〉
代
表
の
田
村

樹
志
雄
氏
を
講
師
に
お
招
き
し
、
「
事
業
計
画
策
定

啓
発
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
昨
年
も
好
評

だ
っ
た
事
業
計
画
策
定
に
関
す
る
本
セ
ミ
ナ
ー
の
今

年
の
テ
ー
マ
は
、
決
算
書
か
ら
読
み
解
く
事
業
計
画

策
定
と
し
、
損
益
計
算
書
、
貸
借
対
照
表
の
説
明
や

自
社
の
経
営
分
析
を
行
い
、
事
業
構
想
・
事
業
計
画

の
策
定
に
活
か
し
ま
し
た
。
少
人
数
制
の
実
践
型
の

セ
ミ
ナ
ー
と
し
て
、
講
師
が
参
加
者
に
寄
り
添
い
や

す
い
形
で
の
講
義
と
な
り
、
受
講
者
か
ら
も
わ
か
り

や
す
か
っ
た
と
好
評
で
し
た
。

独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
に
よ
る

と
、
事
業
計
画
書
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
「
自
分

が
見
る
た
め
」
と
「
他
人
に
見
せ
る
た
め
」
の
視
点

を
持
つ
こ
と
が
大
切
だ
そ
う
で
す
。
事
業
計
画
の
用

途
で
は
、
融
資
や
、
出
資
を
受
け
る
場
合
、
補
助
金

等
を
受
け
る
場
合
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
今
や
補
助
金

等
の
申
請
に
お
い
て
事
業
計
画
は
ほ
ぼ
必
須
と
な
っ

て
い
ま
す
。

春
野
商
工
会
は
、

会
員
事
業
者
等

の
事
業
計
画
策

定
を
今
後
も
支

援
し
て
参
り
ま

す
。
事
業
計
画

に
お
悩
み
の
事

業
者
様
は
春
野

商
工
会
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。



２割特例 仕入税額控除の経過措置 少額特例

対象者
インボイス制度を機に免税
事業者からインボイス発行
事業者になった者

インボイス発行事業者ではない者と
取引を行う課税事業者

基準期間（２年前）における課税売上が
１億円以下または１年前の上半期（個人
は１月～６月）の課税売上が5,000万円
以下の者

特例
内容

納付する消費税額が売上税
額の２割に軽減

免税事業者からの課税仕入れについ
て一定割合の仕入税額控除が可能

1万円未満の課税仕入れについて、帳簿
保存のみで仕入税額控除が可能

適用
期限

2026年9月30日を含む課税
期間まで 2029年9月30日までの課税仕入れ 2029年9月30日までの課税仕入れ
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節
税
に
！

小
規
模
企
業
共
済
の
ご
紹
介

Ｑ
１
．
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
で
ル
ー
ル
の
緩
和

が
あ
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。

Ａ
．
仕
入
税
額
控
除
（
納
め
る
消
費
税
を

計
算
す
る
過
程
で
、
仕
入
な
ど
で
支
払
っ
た

消
費
税
を
差
し
引
く
こ
と
）
の
た
め
に
は
イ

ン
ボ
イ
ス
（
適
格
請
求
書
）
を
保
存
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
が
、
２
０
２
４
年
４
月
に
ル
ー

ル
が
一
部
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
１
例
が

E
T
C
利
用
時
の
取
扱
と
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン

グ
の
取
扱
で
す
。
両
社
と
も
ウ
ェ
ブ
で
随
時

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
状
態
に
な
っ
て
い
れ

ば
、
手
元
で
イ
ン
ボ
イ
ス
を
保
存
し
て
い
な

く
て
も
要
件
を
満
た
し
ま
す
。
事
業
者
に
と
っ

て
は
い
ず
れ
も
利
用
頻
度
が
高
い
ケ
ー
ス
で
、

要
件
が
緩
和
さ
れ
た
こ
と
は
朗
報
と
い
え
ま

す
。

Ｑ
２
．
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
ル
ー
ル
緩
和
で

電
子
帳
簿
保
存
法
の
ル
ー
ル
も
緩
和
？

Ａ
．
２
０
２
４
年
１
月
か
ら
電
子
取
引
関

係
書
類
を
電
子
デ
ー
タ
で
保
存
す
る
こ
と
が

義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
イ

ン
ボ
イ
ス
を
電
子
デ
ー
タ
形
式
で
受
け
取
っ

た
場
合
は
電
子
帳
簿
保
存
法
の
ル
ー
ル
に
則

し
て
保
存
す
る
必
要
が
あ
り
、
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
と
電
子
帳
簿
保
存
法
は
切
っ
て
も
切
れ

な
い
関
係
と
い
え
ま
す
。
Q
1
の
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
の
ル
ー
ル
の
緩
和
は
電
子
帳
簿
保
存

法
と
も
歩
調
を
合
わ
せ
た
も
の
で
、
こ
れ
に

よ
り
電
子
取
引
デ
ー
タ
を
一
件
ご
と
に
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る
と
い
う
煩
雑
な
事
務
負
担
が

軽
減
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
加
入
率
及
び
加
入
件
数

高
知
県
第
１
位
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
か
ら
１
年

や
さ
し
い
税
務

Ｑ
＆
Ａ

伊
藤

友
里
乃新

任
の
ご
挨
拶

10
月
よ
り
春
野
商
工
会
に
て
記
帳
指
導
員
と
し
て
採
用
い
た
だ
き
ま
し
た
、

伊
藤
と
申
し
ま
す
。
前
職
ま
で
は
事
務
職
に
携
わ
っ
て
お
り
ま
し
た
。
事
業

所
の
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
、
少
し
で
も
早
く
業
務
を
覚
え
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

着任
令
和
５
年
度
小
規
模
企
業
共
済
加
入
率
及
び
加
入
数
に
お
い
て
、
春
野
商
工
会
は
高
知
県
内
第
１
位
に
輝
き

ま
し
た
。
９
月
25
日
、
春
野
商
工
会
に
て
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
よ
り
感
謝
状
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
四
国
本
部

本
部
長
樋
口
光
生
様
か
ら
御
礼
の
御
言
葉
と
共
に
感
謝

状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
小
規
模
企
業
共
済
」
は
、
国
が
運
営
す
る
小
規
模
企
業
の
個
人
事
業
主
、
法
人
役
員
ま
た
は
共
同
経
営
者

を
対
象
と
し
た
「
退
職
後
の
生
活
の
安
定
や
事
業
の
再
建
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
資
金
」
を
準
備
す
る
た

め
の
共
済
制
度
で
、
い
わ
ば
経
営
者
の
退
職
金
共
済
制
度
と
い
え
る
も
の
で
す
。

〇
加
入
資
格…

常
時
使
用
す
る
従
業
員
が
20
人
（
商
業
と
サ
ー
ビ
ス
業
〈
宿
泊
業
、
娯
楽
業
を
除
く
〉
で
は
５

人
）
以
下
の
個
人
事
業
主
や
共
同
経
営
者
、
会
社
の
役
員
等
で
す
。

〇
掛
金…

掛
金
月
額
は
千
円
か
ら
７
万
円
ま
で
の
範
囲
で
自
由
に
選
べ
ま
す
。
掛
金
は
税
法
上
、
全
額
が
「
小

規
模
企
業
共
済
等
掛
金
控
除
」
と
し
て
課
税
対
象
と
な
る
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

〇
共
済
金
（
解
約
金
）…

廃
業
や
、
役
員
を
退
任
し
た
場
合
な
ど
に
事
由
に
応
じ

て
共
済
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

〇
加
入
・
お
支
払
い…

契
約
者
本
人
の
預
金
口
座
か
ら
の
引
落
と
な
り
ま
す
。
加

入
は
商
工
会
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
制
度
に
つ
い
て
の
わ
か
り
や
す
い
説
明
をy

o
u
t
u
b
e

に
て
配

信
し
て
い
ま
す
。
以
下
の
QR
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

春
野
商
工
会
は
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
と
連
携
し
、
小
規
模
事
業
者
に
と
っ

て
非
常
に
メ
リ
ッ
ト
の
大
き
い
小
規
模
企
業
共
済
制
度
の
普
及
を
会
員
等
事
業
者

へ
周
知
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
令
和
５
年
度
多
く
の
会
員
事
業
者
等
に
本
制
度
が

周
知
さ
れ
、
経
営
の
一
助
と
な
っ
た
こ
と
は
大
変
喜
ば
し
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。


